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 炎症性疾患におけるプリン作動性シグナルの役割 

（メッセージ） 
高崎健康福祉大学に新設された薬学部に移動して 3年目を迎えました。まだ研究に集中

できる時間は限られ人手不足は解消できませんが、研究室のセットアップは十分整いま

した。この重点研究では、低分子量 G蛋白質のイソプレニル化に関わる酵素の活性制御

について解析し、これまで進めてきたプリン作動性シグナルとの関連性、炎症性疾患の

発症、進展との関係解明に取り組みたいと考えています。 
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（研究室で有する実験技術・リソース） 

 

各種P2受容体および細胞外ヌクレオチド分解酵素の発現プラスミド 

 

 

 


